
第三者行為求償事務について

長崎県国保・健康増進課



第三者行為求償とは・・・
 国保等の被保険者（被害者）が、第三者の不法行為（交通事故やケンカなど
の加害行為）によって負傷したとき、この被保険者は、第三者（加害者）に
対して、損害賠償請求権を有することになります。

 被害を受けた被保険者は、医療機関等で治療を行う場合、国保保険証を使用
することができます。

 被保険者が国保を使用した場合、国保保険者は、その保険給付額の範囲で、
被保険者が第三者（加害者）に対して有する損害賠償請求権を取得すること
になります。これを、損害賠償請求権の「代位取得」といいます。

 その代位取得した損害賠償請求権を行使し、第三者に対し損害賠償請求を行
う事務を「第三者行為求償事務」といいます。













長崎県の実績低い





【令和７年１月末】
県内の国保及び後期高齢者医療の保険者共同で、
患者様向けに傷病届提出の周知・啓発を図る
ためのポスターを作成し、医療機関様あてにお
送りさせていただきました。



ポスターのQRコード
をスマホで読み取る
と国保及び後期高齢
者医療の保険者の第
三者行為求償窓口一
覧掲載ページへジャ
ンプします。



～県から保険医療機関へご協力のお願い①～

◆診療申込書に「交通事故による受診ですか？」という内容の確認事項がない
場合には、新たに加えていただくようご協力をお願いいたします。
◆また、交通事故など第三者行為による受診に該当がある場合は、加入する健康
保険の窓口に連絡するよう患者様（またはお付き添いの方）へお声掛けいただ
きますと有難いです。







～県から保険医療機関へご協力のお願い②～

◆第三者行為における診療報酬明細書の特記事項へ「10：第三」の記載を
お願いします。



ご協力いただきますよう
よろしくお願い申し上げます。


